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取扱説明書

ご使用の前に、必ずこの｢取扱説明書｣をよくお読みいただき
正しくご使用ください。
また、お読みになった後も本書は大切に保管してください。
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（1）本製品に付属するすべての媒体の内容の全部または一部を弊社に無断で転載すること
は禁止されております。

（2）本製品の仕様、デザインおよび取扱説明書の内容に関しましては、製品改良などのため
予告なく変更することがあります。

（3）本製品の使用を理由とする損害、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も負
いかねますので、ご了承ください。

（4）本製品は、日本国内仕様であり、日本国外の規格等は準拠しておりません。日本国外で
ご使用された場合のトラブルについて、弊社では一切の責任を負いかねますので、ご了
承ください。また、弊社では日本国外でのサービスおよびサポートは行っておりません。

本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機器
（その他の医療機器）への組み込み等は考慮されておりません。これらの設備や機器で本製
品を使用したことによる人身事故や財産損害等が生じても、弊社ではいかなる責任も負い
かねますので、ご了承ください。



危険 下記の機器およびそれに類似する機器との併用や近くでの使用は、機器の異常や故障を引き起こすこと
があるのでおやめください。

●ペースメーカー等の体内植込み型医療機器
●人工心肺等の生命維持用医療機器
●心電計等の装着型医療機器
●その他の医療機器
●低・中･高周波・マイクロ波等を使用した美容器、治療器および類似機器
●その他１：人体に電波、電気を流す機器等
●その他２：電磁波を発生する機器（パソコン、テレビ、電子レンジ、携帯電話等）の近くでの使用

また、ノイズを含んだ電源での使用は異常動作や故障を引き起こすことがあるのでおやめください。

警告 下記のような症状のある方は使用しないでください。

●妊産婦および妊娠している可能性のある方 ●紫斑病等内出血しやすい方
●医師の指導、治療を受けている方  ●事故や骨折後で内出血の可能性のある方
●病後間もない方・身体異常を感じている方 ●骨粗しょう症等で簡単に骨折する方
●血圧異常の方   ●動脈疾患の方・血栓性疾患の方
●熱の高い方   ●生理中の方（腹部の使用）
●悪性腫瘍のある方   ●心臓疾患がある方 
●急性疾患の方   ●皮膚の過敏な方・アトピー性皮膚炎のある方
●伝染性疾患の方   
●ステロイド系ホルモン剤の長期使用や肝機能障害で毛細血管拡張を起こしている方 
●他の皮膚疾患・日焼け・ニキビの炎症のある方
●適用部位に皮膚の損傷、炎症、その他異常のある方
●乳幼児等自分で意思表示できない方

※通院中の方は医師にご相談の上、ご使用ください。

警告 下記の部位には使用しないでください。

●頭部・眼球・耳の付近・口内・陰部・心臓の周囲・傷口・｢のどぼとけ｣とその周囲・体内に金属や
プラスチック、シリコン、セラミック等を植え込んである部位

ご使用時の禁忌・禁止事項
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安全上のご注意 安全上のご注意

～ご使用の前にこの項目を必ずお読みいただき、正しくお使いください～

記号表記について

記号表記の例

　この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の

人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにご留意いただきたいこ

とを、いろいろな記号表記で示しています。

その表示と意味は以下の通りです。

危 険

警 告

注 意

誤った取り扱いをすると「人が死亡または重傷などを負う危険が
切迫した形で生じることが想定される」内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、「人が死亡または重傷を負う可能性を生
じることが想定される」内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、「人が傷害を負う、または物的損害が発
生することが想定される」内容を示しています。

　 記号は注意（警告･危険を含む）を示します。
　 の中に具体的な注意内容（左図の場合は！で不特定な一般的注
意･警告･危険）を表しています。

 　記号は禁止 ( してはいけない ) 行為であることを示します。
　 の中や近くに具体的な禁止すべき内容 ( 左図の場合は
分解禁止 ) を表しています。 

 　記号は行為の強制 ( 必ず守ること ) を示します。
　 の中や近くに具体的な強制内容（左図の場合は電源プラグをコ
ンセントから抜く）を表しています。
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警告

水濡れ禁止

水濡れ禁止

強　制

注意
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安全上のご注意 安全上のご注意

ご使用場所、ご使用前準備時の注意事項
不安定な場所に置かないでください。

●落ちたり、倒れたりしてけがや機器の故障の原因となります

風呂場や洗面所等の水場ではご使用しないでください。

●火災、感電や故障の原因となります

車中、火気の近く、直射日光のあたる場所でご使用しないでください。

●火災の原因になります

異物を入れないでください。

●隙間などから内部に金属類や燃えやすいものが入ると、火災・感電の原因となります

液体の入った物を機器の上やそばに置かないでください。 

●液体がこぼれて機器内に入った場合、火災・感電の原因となります

濡れた手で電源プラグを抜き挿ししないでください。

●感電の原因となります

指定の電源電圧以外や異常な電源をご使用しないでください。

●火災・感電･異常作動・故障の原因となります

タコ足配線をしないでください。

●火災・感電の原因となります

寒い場所から温かい場所への移動はしないでください。

●結露を起こし、火災・感電の原因となります（移動後２時間以上使用しないでください）

ACコードや ACアダプター、パッドコードのコードの破損に繋がることはしないでください。

●重い物を乗せる、傷つける、結ぶ、加工する、加熱する、熱器具に近づける、無理に曲げたり引っぱっ
たりしないでください。火災・感電の原因となります

痛んだ ACコードや AＣアダプター、パッドコードを使用しないでください。

●そのまま使用すると、火災・感電の原因となります

電源プラグは確実に奥まで挿し込み、定期的にほこりを取り除いてください。

●電源プラグにほこりがたまるとショートし、火災の原因となります

設置時、ご使用開始時の注意事項

強　制

強　制

他の機器との併用はおやめください。

●故障や誤作動の原因となります。また、事故につながります

身体が濡れた状態での使用はおやめください。

●感電、故障の原因となります　

使用中にDCプラグや ACコードの抜き挿しはしないでください。

●故障や誤作動の原因となります

湿気やほこりの多い場所、油煙や湯気のあたる場所に置かないでください。 

●火災・感電・故障の原因となります

衝撃を加えたり、振動の多い場所での使用や保管はおやめください。

●故障や誤作動の原因となります

ねじの緩み、本体の破損、変形がある場合は使用を中止してください。

●火災・感電・誤作動の原因となります

粘着パッドの着脱は機器の電源が「切」の状態か、出力していない状態以外の時は行わないでください。
( 出力中に粘着パッドがはがれた場合は、一度電源を切り、粘着パッドを装着し直してから再スタート
させてください )

●出力している状態での電極パッドの着脱はやけどや事故の原因となります

劣化した粘着パッドは使用しないでください。

●劣化した粘着パッドを使用すると、やけどや事故の原因になります

移動する時は電源を切り、コード類を外してから行なってください。

●接続したまま移動すると電源コードが傷つき、火災・感電の原因となります

電源プラグを抜く時は、必ずプラグ部を持って抜いてください。
　※ＤＣプラグや ACコードプラグを抜く時も同様にしてください。

●コード部を引っぱるとコードが傷つき、火災・感電の原因となります
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警告

注意
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安全上のご注意

ご使用中の注意事項
機器から煙が出ている、変な臭いがするなど異常の時は、使用しないでください。

●機器に異常が発生した場合、すぐに電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。
煙が出なくなるのを確認してから、修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから、絶対に
おやめください

内部に水や異物が入った場合は使用しないでください。

●すぐに電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災・感電の原因となり
ます

落としたり本体が壊れた場合は使用しないでください。

●すぐに電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災・感電の原因となり
ます

機器の作動が異常な場合はすみやかに使用を中止してください。

●すぐに電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災・感電の原因となり
ます

お手入れと保管についての注意事項
お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜いてください。

●感電・誤作動の原因となります

揮発性の物質（シンナー・ベンジン・ガソリン等）を含んだ物の近くでの保存や使用、また、その物を使っ
た機器等の清掃はおやめください。

●変形・変色・故障・火災の原因となります

衝撃や振動の多い場所での保管はおやめください。

●故障や誤作動の原因となります　

湿気や高温の場所での保管はおやめください。

●故障や誤作動の原因となります

お子様の手の届かない所に保管してください。 

●お子様が誤って使用されると危険です

ご使用にならない場合は必ず機器の電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。

●通電状態のまま長期間放置すると火災や故障の原因となります注　意

機器の構成
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5 P D I N プラグ付 2Φピン導子コード白タイプ
( パッドコード )

AC アダプター

パッド清掃布

取扱説明書 ( 本書 )

AC コード

ロングケアミスト(50ml)

専用架台

[エクスケア プロ スリー]
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取扱説明書

ご使用の前に、必ずこの｢取扱説明書｣をよくお読みいただき
正しくご使用ください。
また、お読みになった後も本書は大切に保管してください。

1個 1本

7本

×7
※1本は予備です。

1枚 1本

1部

1台

楽トレ運用マニュアル クリーニングクロス
1部 1枚

粘着パッド
　9袋(各4枚入)

×9

ロングケアミスト(500ml)
1本

DC プラグ
ACアダプター本体

ACコードプラグ

電源プラグ

本体
1台



各部の名称とはたらき 各部の名称とはたらき

109

出力Aと出力 Bの出力終了時の音量を切り替え
るスイッチです。詳しくはP.17をご参照ください。

ACアダプターのＤＣプラグを接続します。

出力Aと出力 Bの動作時の音量を切り替えるス
イッチです。詳しくは P.17 をご参照ください。

⑨出力 AB終了音量
　スライドスイッチ

⑩DCジャック

⑧出力 AB動作音量
　スライドスイッチ

名　称 はたらき

電源を「入」・「切」するボタンです。

パッドコードのプラグを接続します。②出力 A   DIN コネクタ 1

パッドコードのプラグを接続します。③出力 A   DIN コネクタ 2

パッドコードのプラグを接続します。④出力 F   DIN コネクタ 1

パッドコードのプラグを接続します。⑤出力 F   DIN コネクタ 2

パッドコードのプラグを接続します。⑥出力 B   DIN コネクタ 1

パッドコードのプラグを接続します。⑦出力 B   DIN コネクタ 2

①電源ボタン

名　称 はたらき

電源および接続部 出力 F　表示部および操作部

②

⑧

⑨ ⑩

⑭

⑫

⑪

⑬

㉑

⑳

㉒

㉓

㉔

①

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑯ ⑰ ⑱⑮ ⑲
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出力 Fのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分長くなります (1~40 分 )。

出力 Fの出力レベルを調節するエンコーダ
です。

⑫出力 F
　タイマーアップボタン

出力 Fのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分短くなります (1~40 分 )。

⑬出力 F
　タイマーダウンボタン

出力 Fの出力終了時の音量を小さくするボ
タンです。詳しくはP.17をご参照ください。

出力 Fの出力終了時の音量を大きくするボ
タンです。詳しくはP.17をご参照ください。

⑭出力 F
　終了音量ダウンボタン

⑮出力 F
　終了音量アップボタン

出力 Fの動作時の音量を小さくするボタン
です。詳しくは P.17 をご参照ください。

⑯出力 F
　動作音量ダウンボタン

出力 Fの動作時の音量を大きくするボタン
です。詳しくは P.17 をご参照ください。

⑰出力 F
　動作音量アップボタン

㉒出力 Fエンコーダ

出力 Fの出力波形を選択するボタンです。
⑱出力 F
　モードチェンジボタン

出力 Fのタイマー設定時間を 7セグメント
LEDで表示します。

⑪出力 F  タイマー
　7セグメント表示　　

名　称 はたらき 名　称 はたらき

出力 Fの出力波形のモードを表示します。⑲出力 F モード表示

出力 Fの出力レベルを 7セグメント LEDで
表示します。

⑳出力 F 出力レベル
　7セグメント表示　　

出力 Fの出力レベルを LEDバーグラフで表
示します。

㉑出力 F 出力レベル
　バーグラフ表示　　

出力 Fのパッドコードのプラグが接続不良、ま
たは出力中に挿抜された場合に点灯します。

㉓出力 F 
　出力確認表示　

出力 Fの出力電流が規定値を超えた場合に
点灯します。

㉔出力 F 
　出力オーバー表示　



各部の名称とはたらき

11 12

各部の名称とはたらき

出力 A　表示部および操作部 出力 B　表示部および操作部

㉖

㉕

㉗

㉛

㉚

32

33

34

㉘ ㉙

36

35

37

41

40

42

43

44

3839
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出力 Aのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分長くなります (1~40 分 )。

出力 Aの出力レベルを調節するエンコーダ
です。

㉖出力 A
　タイマーアップボタン

出力 Aのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分短くなります (1~40 分 )。

㉗出力 A
　タイマーダウンボタン

32出力 Aエンコーダ

出力 Aのタイマー設定時間を 7セグメント
LEDで表示します。

㉕出力 Aタイマー
　7セグメント表示　　

名　称 はたらき 名　称 はたらき

出力Aの出力波形を選択するボタンです。
㉘出力 A
　モードチェンジボタン

出力 Aの出力波形のモードを表示します。㉙出力 Aモード表示

出力 Aの出力レベルを 7セグメント LED
で表示します。

㉚出力 A 出力レベル
　7セグメント表示　　

出力 Aの出力レベルを LEDバーグラフで表
示します。

㉛出力 A 出力レベル
　バーグラフ表示　　

出力 Aのパッドコードのプラグが接続不良、ま
たは出力中に挿抜された場合に点灯します。

33出力 A 
　出力確認表示　

出力 Aの出力電流が規定値を超えた場合に
点灯します。

34出力 A 
　出力オーバー表示　

出力 Bのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分長くなります (1~40 分 )。

出力 Bの出力レベルを調節するエンコーダ
です。

36出力 B
　タイマーアップボタン

出力 Bのタイマー設定時間を設定するボタ
ンです。1回押すたびにタイマー設定時間
が 1分短くなります (1~40 分 )。

37出力 B
　タイマーダウンボタン

42出力 Bエンコーダ

出力 Bのタイマー設定時間を 7セグメント
LEDで表示します。

35出力 Bタイマー
　7セグメント表示　　

名　称 はたらき 名　称 はたらき

出力Bの出力波形を選択するボタンです。
38出力 B
　モードチェンジボタン

出力 Bの出力波形のモードを表示します。39出力 Bモード表示

出力 Bの出力レベルを 7セグメント LEDで
表示します。

40出力 B出力レベル
　7セグメント表示　　

出力 Bの出力レベルを LEDバーグラフで表
示します。

41出力 B 出力レベル
　バーグラフ表示　　

出力 Bのパッドコードのプラグが接続不良、ま
たは出力中に挿抜された場合に点灯します。

43出力 B 
　出力確認表示　

出力 Bの出力電流が規定値を超えた場合に
点灯します。

44出力 B 
　出力オーバー表示　



接続します
AC アダプターを本体に1

AC アダプター ACコードの
ACコードプラグ

電源プラグをコンセントに挿し込む 本体にDCプラグを挿し込むACアダプター本体に ACコー
ドの ACコードプラグを接続
する

1. 2. 3.

電源プラグ

DCプラグ

パッドコードのプラグ

本体背面

接続します
パッドコードのプラグを本体に2

1

パッドコードのプラグは奥までしっかりと挿入して
ください。

13 14

電源をいれます
電源ボタンを押して5

ご使用方法

操 作 方 法操作方法

スイッチ類、使用条件、表示、コード類等の点検を行い機器が正常に作動することを確
認してください。

本機器を使用する前には次の事項に注意してください2

ご使用にあたり十分に注意してお取扱いください

付属の ACアダプター以外は使用しないでください

1

（1）

その他の機器との併用はやめてください。（3）

パッドコード、粘着パッドの接続が正確、かつ完全であることを確認してください。
また、粘着パッドは粘着強度が弱くなる前に新しいものと取り替えてください。
粘着パッド表面に異物、切れのないことをご確認ください。また、粘着パッドの上から
バンド等を巻きつけないでください。やけどの原因となる可能性があります。
粘着パッドは消耗品です。( 詳しくは P.19 の交換の目安の項をご参照ください )

（2）

連続使用はおやめください。

本機器の使用中は次の事項に注意してください3
（1）

粘着パッドが剥がれてくる場合は、新しいものと交換してください。（3）

本機器および使用者に異常が発見された場合には､ただちに出力を停止し、点検を行っ
てください。

（2）

付属品、粘着パッド、コード類等は正常に手入れした後、整理し本体と合わせて保存し
てください。
粘着パッドは消耗品です。( 詳しくは P.19 の交換の目安の項をご参照ください )

本機器の使用後は次の事項に注意してください4

故障と判断した場合は速やかに販売店にご相談ください5

消耗品の劣化･破損等に注意してください6

ご使用中に体感に違和感等を感じた場合は、ただちに使用を中止して
ください

7

適切な出力レベルでご使用ください8

（1）

本機器は次回の使用に支障のないように必ず清掃してから保管してください。（2）

過度なレベルで使用すると、やけどの原因となる可能性があります。※
刺激が強い場合は出力レベルを下げてください。やけどの原因となる可能性があります。※

注意事項

操 作 方 法

粘着パッドの取扱いについて、詳しくは P.18 の
粘着パッドの取扱いの項をご参照ください。

目的部位に貼りつけます
粘着パッドの保護シートをはがし4

パッドコードのピンプラグは奥までしっかりと挿入
してください。

粘着パッドの取扱いについて、詳しくは P.18 の
粘着パッドの取扱いの項をご参照ください。

パッドコードのピンプラグ

粘着パッド

接続します
ピンプラグに粘着パッドを3
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15 16

操 作 方 法

スタートします
出力レベルを調節して8

終了します
自動的に10 設定した時間が経過すると、出力が停止します。

使用中に苦痛を感じた時は、出力レベルを下げるか、使用を中止してください。
そのまま使い続けると、筋肉の痙攣ややけどの原因となります。

※

続けてご使用の場合は、粘着パッドの位置を変更してお使いください。
そのままの位置で連続して使い続けると、筋肉の痙攣ややけどの原因となります。

お手入れ、保管については、P.7のお手入れと保管についての注意事
項を参考に行ってください。

※

出力中は タイマーが終了するまで
そのままの楽な姿勢でお使いください。

違和感がありましたら、エンコーダを左に回して、
出力レベルを下げるよう調節してください。

9

使用後は11

皮膚に疼痛感や温熱感がなければ、タイマー終了までの間、そのままお待ちください。
途中で停止する場合は、エンコーダを回して出力レベルを 0にするか、モードチェンジボタンを
押してください。

苦痛を伴うレベルでの使用は避けてください。
　　( 筋肉の痙攣ややけどの原因になります )

※

機器に慣れるまでは控えめのレベルで使用してください。※
急回転でエンコーダを回さないでください。※

エンコーダを右にゆっくり回すと、クリック感ととも
に出力レベルが上がります。
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6 タイマーを設定します
タイマーアップボタン、ダウンボタンを押して

●出力 Fの場合

●出力 A、出力 Bの場合

タイマーアップボタン
タイマーダウンボタン

1分長く
1分短くを 1回押すごとに なります。

タイマーアップボタンを
押すと…

タイマーダウンボタンを
押すと…

タイマーダウンボタンを
押すと…

タイマーアップボタンを
押すと…

タイマーダウンボタン

タイマーアップボタン

7 出力波形のモードを選択します
モードチェンジボタンを押して

モードチェンジボタンを 1回押すごとに出力波形のモードが切り替わります。

モードチェンジボタン

モードチェンジボタン

モードチェンジボタンを
押すと…

モードチェンジボタンを
押すと…

操 作 方 法



操 作 方 法操 作 方 法操 作 方 法操 作 方 法

動作音量ダウンボタン 動作音量アップボタン

終了音量ダウンボタン 終了音量アップボタン

出力 AB
動作音量スライドスイッチ

出力 AB
終了音量スライドスイッチ

17

出力 A および B
音量調節

操 作 方 法

出力 F

警告表示が点灯したら

出力オーバー表示
既定の電流値を超えたため、安全装置が作動して出力を停止している状態です。

電源を「切」にして、粘着パッドの状態と貼り付け位置を確認してください。
　( 詳しくは P.18 のご使用上の注意と貼り付け方の項をご参照ください。）

出力レベルは、この表示が点灯しないレベルでご使用ください。

出力確認表示

消音

音量小

音量中

音量大
動作音

終了音

終了音

動作音

パッドコードの接続不良、あるいは出力中にパッドコードが挿抜されたため、
安全装置が作動して出力を停止している状態です。

出力中はパッドコードの挿抜をしないでください。

パッドコードの接続不良の場合は、
この表示が点灯している出力部のパッドコードを一度抜いて、奥までしっかりと挿し込んでください。
何度か抜き挿しを行っても解消しない場合は、他のパッドコードで試してください。
それでも解消しない場合は、販売店にご相談ください。

動作音量アップボタン、動作音量ダウンボタン
で動作音量を調節します。

消音

音量小

音量中

音量大

消音 音量小 音量大

終了音量アップボタン、終了音量ダウンボタン
で終了音量を調節します。

動作音量スライドスイッチで動作音量を調節
します。

消音 音量小 音量大 終了音量スライドスイッチで終了音量を調節
します。

18

粘 着 パ ッ ド の 取 扱 い に つ い て

貼り付け方

粘着パッドを貼る位置の汗や汚れをタ
オル等できれいに拭いてください。

汗やほこり等で肌が汚れていると、通電
不良や、やけどの原因になります。

粘着パッドを保護シートからはがします。
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粘着パッドを保護シートからはがす時は、必ず
粘着パッドのコード以外の部分を持ってはがし
てください。
粘着パッドのコード部分を持ってはがすと電極
がはく離し、通電不良の原因になります。

粘着パッド同士を 1cm以上離して貼り付け、肌に密着させます。

粘着パッドはめくれたり、粘着パッド同士が重ならないように貼
り付けてください。

粘着パッドがはがれたり、パッドコードが外れている場合は、
電源を「切」にして、正しく接続し直してからご使用ください。

ご使用上の注意

●皮膚にキズや異常がある部位には使用しないでください !

●皮膚に異常を感じたら、直ちに使用をやめてください !

●粘着力の低下した粘着パッドは使用しないでください !

粘着パッドは使用を重ねるたびに、粘着面に付着した皮脂などにより粘着力が低下します。
そのまま使用すると、身体から粘着パッドが剥がれたり浮いたりして正常な刺激が得られなくなり、
やけど、発赤、痛み等を引き起こす場合があります。

●乾燥した粘着パッドは使用しないでください！
粘着パッドは粘着面に含まれる水分によって、適度に電気が流れる仕組みになっています。
粘着面の水分が不足すると、やけど、発赤、痛み等の原因となり非常に危険です。

●粘着面に異常のある粘着パッドは使用しないでください！
粘着面に異常 ( キズ、剥がれ、気泡等 ) が発生したものを使用すると、局部的に電流が流れ、やけど、発赤、
痛み等の原因となり非常に危険です。

粘着パッドを安全かつ快適にご使用いただくため、以下の注意事項を必ずお守りください。



電源が入らない

故 障 か な ？ と 思 っ た ら

20

しっかり挿し込んでください

直らない

電源プラグ接続不良

DCプラグ接続不良

コンセント通電不良

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

しっかり挿し込んでください

直らない

使用可能なコンセントに変更してください

直らないAC アダプターおよび AC コードに異常がある可能性が
あります。
販売店にご相談ください。

すべてのパッドコードを抜いた状態で点検を行ってください。

ACコードのDCプラグが本体にしっかり接続されていますか？

ACコードの電源プラグがコンセントにしっかり接続されていますか？

しっかり挿し込んでください

直らない

ACコードプラグ接続不良はい いいえ

ACコードのプラグが ACアダプターにしっかり接続されていますか？

使用できるコンセントですか？ ( 他の機器でご確認ください )
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粘 着 パ ッ ド の 取 扱 い に つ い て

交換の目安

・ご使用回数 ( 粘着パッドの着脱 ) が 90回を超えたもの
・開封後 3か月を過ぎたもの
・粘着パッドに粘着力の低下、粘着面の乾燥等の劣化が生じたもの
・未開封でも有効期限を過ぎたもの ( 有効期限は粘着パッドのパッケージに記載 )

※指定の粘着パッド以外はご使用できません。必ず販売店から指定の粘着パッドをご購入ください。

●粘着パッドの交換時期

粘着パッドは消耗品です。次の交換時期のうち、どれか一つでも該当するものは、
速やかに新品と交換してください。

粘着パッドを付属のビニール袋に入
れ、ジッパーをしっかり閉じます。

保管は、直射日光の当たる場所や、高温
多湿の場所は避けてください。

皮膚に粘着パッドの粘着剤が付着したまま
放置すると、かぶれ等の原因になります。

粘着パッドを貼りつけた部位を濡れた
タオルなどで拭きます。

ご使用後のお手入れ
粘着パッドの粘着面にロングケアミストを吹きかけ
(スプレー3～4 回程度 )、指で軽く擦り、パッド清掃布で
軽く拭き取ります。

ゴミ等の異物が付着している場合は、ロングケアミストを多めに
吹きかけ、指で軽く擦り、異物を浮かせて取り除いてから、パッ
ド清掃布で拭き取ってください。

粘着パッドに保護シートを貼り付けます。

保護シートには表裏があります。マークに合わせて正しく貼り付けて
ください。
また、粘着パッドが保護シートからはみ出さないように貼り付けてく
ださい。

粘着パッドの
交換時期

201706 2017 6



専用架台について

保護シートポケット

天板

支柱

脚部

コード掛け

書類ポケット

キャスター [ 前輪 ]

キャスター [ 後輪 ]

ロック アンロック

キャスター [ 前輪 ] のロック・アンロック

各部の名称と機能

21 22

取扱説明書などの書類を収納
できます。

ロック状態にすると、キャスター車輪の回転が固定されます。
移動するとき以外はロック状態でご使用ください。

本体を固定するための金具です。

粘着パッドの保護シートを収
納できます。

パッドコードを掛けるための
フックです。

コード掛け
パッドコードを掛けるための
フックです。

本体固定金具

コード掛け
パッドコードを掛けるための
フックです。

レバーを上げる

レバー
レバーを下げる
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しっかり挿し込んでください

直らない

パッドコードプラグ接続不良

ピンプラグ接続不良

粘着パッド貼り付け不良

粘着パッド不良

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

しっかり挿し込んでください

直らない

離した位置に変更してください

直らない

新しい粘着パッドに交換してください

直らない
本体およびパッドコードに異常がある可能性があります。
販売店にご相談ください。

粘着パッドにパッドコードのピンプラグがしっかり接続されていますか？

パッドコードのプラグが本体にしっかり接続されていますか？

粘着パッド同士は離れていますか？

粘着パッドは劣化していないものですか？

本体を P.15 のご使用方法の 7の状態にしてから行ってください。

出力レベルが上がらない、すぐ止まる

故 障 か な ？ と 思 っ た ら



本体固定金具を前方に移動し、再び蝶ナットを
右回りに回して固定する
2.

本体を固定します
本体固定金具を移動して4

本体部をゆすってみて、大きながたつきがなければ完了

5 完了
本体が固定されていることを確かめ

蝶ナット

本体固定金具

本体固定金具の蝶ナットを
左回りに回して緩める

緩める

1.
※本体と本体固定金具の爪がかみ合うよう、奥まで確実にスラ
イドさせてください。

内部断面

締める

前方に移動

蝶ナット

本体固定金具

本体固定金具を後方に移動し、再び蝶ナットを右回りに
回して固定する

本体固定金具の蝶ナットを
左回りに回して緩める

緩める

1. 2.
移動します
本体固定金具を2

締める

後方に移動

専用架台について

ロック

内部断面

架台天板の爪に本体底面の穴を合わせ、本体を前方にスライドさせる

車輪をロックします
キャスター [ 前輪 ] のレバーを下げ1

載せます
架台天板に本体を3

レバー レバーを下げる

※本体と架台天板の爪がかみ合うよう、奥まで確実にスライドさせてください。

本体の固定方法
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専用架台について
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安全上のご注意

本体
製 品 名 EXCARE PRO Ⅲ  [ エクスケア プロ スリー ]

100 ～ 240V

50/60Hz

12V/5A

90VP-P 　(500Ω負荷時 )

90mA　(500Ω負荷時 )

AC アダプター

AC入力電圧

AC入力周波数

DC出力電圧

最大出力電圧

最大出力電流

0.63kHz~500kHz出力周波数

1~40 分タイマー

3チャネル

ゼロスタート方式

出力オーバー検知

パッドコード挿抜検知

チャネル数

422 × 306 × 89mm本体寸法

3.9kg本体重量

安全装置

架台
432× 898(993)× 370mm寸法　 架台単体 ( 本体装着時 )

10.2kg （14.1kg）重量　架台単体 ( 本体装着時）

仕　様

発売元  株式会社リッコー
住所 : 〒103-0022 東京都中央区日本橋室町2-1-1 日本橋三井タワー6F
URL : https://i-riccoh.com/


